
P3‒9 近現代語における「もちろん」の用法 東泉裕子(東洋大学)・髙橋圭子(東洋大学）
１. はじめに

近現代語の各種コーパスを⽤いて「もちろん」の使⽤実態を調査
例 (1)名詞述語⽤法 (2)副詞⽤法 (3)譲歩⽤法 (4)応答⽤法 (5)尺度含意⽤法

2022.8.31 言語資源ワークショップ2022 (国立国語研究所)

２. 先行研究
２.1「もちろん」の語史

中世 名詞述語中⼼（単独の形式の副詞⽤法、応答⽤法の先駆的例も）
近世 広く⽤いられるように（譲歩⽤法や尺度含意⽤法の例も）

(中⼭1995、鳴海2014、⾼橋・東泉2019, 2020a,2020b)

2.2 現代語における「もちろん」の用法
(2) 渡辺(1971)、森本(1994)、⼯藤(2016)、趙(2013)など
(3) 趙(2013)、⾶⽥・浅⽥(2018)、東泉・⾼橋(2020)など
(4) 柏野(2019, 2020)、森⼭(1989)、蓮沼(2018, 2021)など
(5) グループ・ジャマシイ(編)(1998)、⾶⽥・浅⽥(2018)など

３. 調査データ → 表1
・近現代語 書き⾔葉のコーパス： CHJ、AO、BCCWJ
・現代語 話し⾔葉のコーパス： SSC, CSJ, CEJC(モニター版)
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４. 調査結果
４.1 近現代語の書き言葉のコーパスにおける「もちろん」→ 表2

・19世紀末〜20世紀初頭：
名詞述語⽤法↓ 副詞(副詞⽤法、譲歩⽤法、応答⽤法)↑

・譲歩⽤法、尺度含意⽤法がある程度定着
・20世紀初頭には、単独の形式の「もちろん」の応答⽤法も

４.2 現代語の話し言葉のコーパスにおける「もちろん」 → 表3
・⼤部分が副詞(副詞⽤法、譲歩⽤法、応答⽤法)

4.3 現代語の話し言葉のコーパスにおける「もちろん」の応答用法 ＊例(4)+表4 (CEJCのみ)

形式 用例数 割合 用例

も
ち
ろ
ん

34 72.3%

(4) 武井： #一個食べて平気なの#
佐竹： #もちろん# もちろん×1
矢口： #うん#うん#うん# (CEJC, T001_017, 93930, 2017年)

(10) 島村： #あとあのレンジでちんした野菜が基本よね#
すみれ： #もちろんもちろん# もちろん×2
はるな： #あー#レンジでちんした野菜って何# (CEJC, K004_008, 38760, 2017年)

(11) 牧野： #もし来ていただけるととても⼼強いですけれど#
由美： #もちろんもちろん#もちろんもちろん#   もちろん×2×2
牧野： #うーんと六⽇#六⽉六⽇# (CEJC, T003_003, 29760, 2016年)

(12) ⼤場： #だから…(略)…普通の楽譜の感じで来られたら全部わかるってゆう#
徹： #まあもちろんもちろんもちろん# まあ＋もちろん×3
⿓之介： #うん#  (CEJC, T010_004, 84810, 2016年)

も
ち
ろ
ん

＋
終
助
詞

2 4.3%

(13) 岩崎： #(略)…ディベディベートだから反対意⾒と賛成意⾒をやってみるってゆう#
一ノ宮： #うん#
松下： #うん#そう#
田代： #うん#もちろんね#  うん＋もちろん＋ね
松下： #そう# (CEJC, T004_013, 57940, 2016年 )

も
ち
ろ
ん
＋
コ
ピ
+
ラ

(

＋
終
助
詞)

10 21.3%

(14) 青井： #わたしもワインいただいていいですか#
はるか： #もちろんです# もちろん＋です

由里子： #どうぞ#  (CEJC, T004_010b, 7560, 2016年)
(15) 田辺： #ここってでもお酒とかって飲めたりするんですか

溝口： #もちろんだよ# もちろん＋だ＋よ

由里子： #なんか#あっ# (CEJC, T013_013, 7990, 2017年)

そ
れ
は
＋

も
ち
ろ
ん

1 2.1%

(16) 神崎： #でやっぱどんなどんな人でもさやっぱ平和に生きたいとは思ってるし#
徹： #それはもちろんもちろん#  それは＋もちろん×2
神崎： #みんな仲良くできたらいいなって絶対思ってるはずなんだよね#

(CEJC, T010_013, 73270, 2017年)

まとめ 近現代語のコーパスにおける「もちろん」
(i)  19世紀末から20世紀初頭にかけて、名詞述語の⽤法の割合が減少し、

副詞の⽤法(副詞⽤法、譲歩⽤法、応答⽤法)が増加した。
(ii)  現代の会話では、「もちろん」単独の形式や畳語の形式による応答

⽤法が観察される。
(iii) 近現代には、「〜はもちろん(のこと)…も/まで(も)」という尺度含

意⽤法、「もちろん…〈逆接表現〉…」といった譲歩⽤法などが定
型化したことがうかがえる。

副詞


